



























































































































































































































































































































































































































































































































































英国のCAIPE（Center of Advanced Interpro-
fessional Education）のIPEは、「専門職間の協働や
ケアの質を高めるために、２つ以上の専門職が、共に、
お互いから、お互いについて学びあう機会（CAIPE 
2002）」31）と定義づけられている。日本の保健医療福
祉系大学におけるIPEは、この定義に基づいた教育を
始めたばかりで、その研究成果からは、様々な課題を
抱えた発展途上の段階にある。しかし、教育効果をあ
げていることも事実である。
今後は、こうした現状をふまえ、教育効果の促進と
課題の克服をめざし、専門職連携の共通カリキュラム
構築の推進や大学間の連携、社会的認知を高めるため
の活動など、多方面における発展的な取り組みが求め
られていることを痛感した。また、当事者が抱えてい
るさまざまな課題やニーズに対応し、質の高い保健医
療福祉サービスを実践するためには、それがすなわち
IPWであり、実習や演習により実際の活動を体験する
IPEを基盤として、両者を連動させた教育システムが
必要だと考える。
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